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子どもの発達と成長を励ます不登校支援

はじめに
文部科学省で毎年行われている「児童生徒の問題

行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査は、
2015年度調査までは「児童生徒の問題行動等生徒指
導上の諸問題に関する調査」という呼称であったが、
2016年度から「不登校」の文言が加わった。

不登校に関しては、小中学校対象のものは1966年
から調査を開始。現在と同じく、「小学校及び中学
校における長期欠席（不登校等）の状況等」として
調査が開始された。なお、現行最新のデータとなる
2020年度における小中学校の不登校児童生徒数は
19万6127人となっており、過去最多の数値となっ
ている＊1。

本論では、「適応指導教室」における不登校支援
の事例について具体的な実践に基づき、考察する。
文部科学省は、2019年５月、「『教育支援センター

（適応指導教室）』（以下、教育支援センターとする。）
とは、不登校児童生徒等に対する指導を行うために
教育委員会及び首長部局が、教育センター等学校以
外の場所や学校の余裕教室等において、学校生活へ
の復帰を支援するため、児童生徒の在籍校と連携を
とりつつ、個別カウンセリング、集団での指導、教
科指導等を組織的、計画的に行う組織として設置し
たものをいう。」＊2と記載している。ただし、同年10
月には、「不登校児童生徒への支援の在り方につい
て（通知）」を出し、「不登校児童生徒への支援は，

『学校に登校する』という結果のみを目標にするの
ではな」いとし、子ども自身の発達や自立を重視す
る方向へとシフトしてきている＊3。

考察には、2020年11月29日「愛知生活指導研究
協議会一日研究会」にて報告された適応指導教室の
教員である樹里輝代（ペンネーム）実践「真紀子

（仮名）の自立に向けて」＊4を取り上げる。なお、
「適応指導教室」については、「教育支援センター」
「適応指導教室」、両者の呼称が用いられているが、
本稿では、調査を行った地域での呼称を踏まえ「適
応指導教室」と呼ぶ。

実践記録の中に登場する名前は教員も含めて仮名
である。なお、本論は上記報告内容に加え、樹里輝
代への聴き取り調査を踏まえたものである＊5。

なお、本実践は、７年間にわたるものである。当
事者には、当然人生があるが、当事者の「発達や成
長」の権利や、育ちを支援すること、とくに、本人
の「発達や成長」の過程・人生の過程において、伴
走する他者（本実践では適応指導教室の教員等）が
いることが不登校支援において意義があることを明
らかにしたい。また、各発達段階で獲得できなかっ
た育ちを支援があることで獲得していき得ることも
述べる。加えて、これら支援がチームで行われるこ
との意義についても考察したい。
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１．実践の概要
まず、本章では、小学校３年生から中学校３年生

まで、樹里輝代が行った実践について、その概要を
述べる。

①適応指導教室への来校のきっかけ
真紀子は「学校中、地域からのいじめに遭い、

『行くあてがない』」＊6状況で、小学校３年時、樹里
の自治体の適応指導教室に来級した。

三歳でアスペルガー症候群の診断をされる。乳幼
児期から通っていた保育園によると友だちの中に入
ることができずにいたという。

小学校ではいじめをうける。その相手は学年を問
わず、真紀子が通りかかると「せーのクズ」「あの
子頭がおかしいんだね」などと罵るものであった。
また、「いじめる」という行為のみがあり、学級な
どのコミュニティの一員として真紀子が扱われるこ
とはなかった＊7。ゆえに、真紀子は、ぬいぐるみの

「モモ」を正義の味方としていつも携え支えにして
いた。しかし、そのこともまた、攻撃をされる。当
時、真紀子は、他者はみんな敵だと捉えており、す
れ違う子すれ違う子に、自分に危害を加えてこない
子であってもげんこつで応じるようになっていく。

また、来級時は、何らかの言葉等に反応しパニッ
クになり、奇声を挙げながら、部屋を飛び出し、駐
車場（その先には大きな道路もある）へと駆け出し
ていき、危険な状態であった。

そこで、まずは、午後の一時間程度、母親の付き
添いのもと通うようになった。

②適応指導教室で－小学校３年生時の真紀子－
適応指導教室では、樹里との一対一関係を基本と

し、真紀子は好きな絵などを書いて過ごす。また、
真紀子の生活実態に合わせた問題を作成し、学習も
行う。植物の観察を好む。また、適応指導教室の行
事で博物館に出かけた際は、解説者の周りを滞在時
間中ずっとくるくると回っていたのであるが、戻っ
てみると、解説された文言をすべて暗記、周りに何
度も説明。ただし、文字はまったく書こうとしな
かった。

当時、学習パズルなどを一緒にやろうと誘うと、
応じるときと、断固「拒否」することがあった。樹
里の観察の結果、斜めから見た場合、文字や資料を
認識できるが、正面に置かれると焦点が合わない。
ゆえに、正面に課題等を示されると何をやるのかが
わからず、パニックになっていたことがわかった。

③学校への復帰－小学校４年生－
適応指導教室では、一対一関係を基本としながら

も、本人の状態を観察しつつ、子ども集団の中に
入って「そこに居てみる」ことを行っていく。真紀
子は、そういった適応指導教室での生活で、「人は
そんなに悪いものではない」と思え、奇声を発しな
くなっていく。

上記の真紀子の状態を受け、適応指導教室では、
博物館の様子から、「学校で理科に関わる様々な教
具や実験などを『見る機会』が刺激や学びになるの
では」という判断をする。さらに、真紀子に「人は
そんなに悪いものではない」という気持ちが芽生え
たことで、樹里との一対一のみの人間関係よりも、
子ども集団の力が必要だという判断が適応指導教室
でなされた結果、学校へ復帰することとなる。

学校への復帰にあたっては、両親、学校、市の特
別支援教育の相談員とで、何回か環境づくりを話し
合い、学校は春休みに、壁やロッカーなどの工事を
してくれ、例えば、壁に囲まれる場所をつくること
で、本人が落ち着いて過ごせる狭い場所の確保等を
行ってくれたという。 

登校時は、教室にいることはできるが、休むこと
の方が多かった。なお適応指導教室の行事には参加
をする。

学校に復帰した小学校４年次から、支援にあたっ
ては、月に一度、「両親・担任・学年の教員・教頭・
市の特別支援教育の相談員（行政の専門職者）、樹
里（適応指導教室の教員）」で支援会議を持つこと
となる。これは、中学校３年生の卒業時まで続く。 

④認識のずれへの気づき－小学校５・６年時－
小学校５・６年時も、適応指導教室の行事には本

人が参加の意思を見せ、参加。行事であるキャンプ
には、５年時は母の付き添いで、６年時には、本人
に判断を求めたところ、「一人で行ける」と宣言し、
一人で参加。荷物の整理も、樹里は一切手を貸さず、
パニックを起こした時もあったが、風呂も自分で
入った。どんなものにも果敢に挑戦しようとするよ
うになる。

６年生の冬、クリスマス会のケーキ作りで、他の
班をほめた教員に、「死ね！死ね！」と叫ぶ。自分
たちの班のできをけなされたと誤解。やがて、自分
の言動が誤解によると気づく。他者との認識の違
い、しかもそれが、自分の誤解であると気づけた瞬
間なのだが、本人は受けとめきれず、ブラインドの
ひもを自分の首に巻き付ける。（危険な状況は樹里
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の声かけですぐ回避。）

私（樹里　注：福田）「どうしたの？」真紀子
「私たちの作ったケーキをへたくそと言ったの」
私「まあ大変！　そんなこと言ったの？　敦子先
生（適応指導教室教員　注：福田）に聞いてきて
あげる」　事情は、敦子先生のグループが上手く
できたと盛り上がっていたら、突如真紀子が鉄板
を持つ鉄のバーで、ケーキを崩しにかかったの
で、必死で止めたとのこと。戻って、事情を話す
と、それを聞いていた洋子が、洋子「あのね。私
たちにとって、敦子先生はとてもやさしい先生
で、死ねって言うことを聞くのは悲しいよ。真紀
子さんのお母さん死ね！と誰かが言ったらど
う？」真紀子「やだー」っと泣き続けている。

しばらく説得していたら、真紀子「私にはへた
くそと聞こえていたのよ」と言い直した。また、
しばらくすると、そのケーキをみんなと食べると
言い出した。真紀子が「死ね」と叫んでいた敦子
先生のいる教室には行かせられないと考えた。し
かし、行くと言ってきかなかった。攻撃的な真紀
子の姿をみんなには見せたくなかった。しばらく
は、指を立てたり、睨んだりしていたが、突如、
つかつかと敦子先生のところに行き、「ごめんな
さい」と謝った。

そして、その後、ブラインドのひもで、自分の
首を巻き付けた。私「真紀子！」その一言で、
さっと首からひもをとり、椅子に戻った。真紀子
には、となりでうまくできて喜んでいる姿が、自
分のつくったものをへたと言われたように思い、
攻撃的な自分の言動が誤解だったと気づいたとき
に、ますます自分が嫌いになって、首にひもを巻
き付けたのではないかと思った。

（実践記録より）＊8

⑤中学校で
中学校では、特別支援学級に通う。日常を学校で

過ごすようになる。
担任のＨ先生は、「教育とは十人十色で、十人い

たら十通りの指導が必要だと思っている。そして子
どもたちにとって学校は安心できる空間であること 
が一番大事だと考えている」という包容力のある教
員で、一人で登下校し、授業に入れるようになる。
また、行事活動では、学校行事である修学旅行も行
くことができ、音が嫌いであった真紀子が、合唱祭
でみんなと一緒に舞台に立って歌うこともできた。

樹里はこれらは、放課後デイサービスの支援も大き
いと述べている。放課後デイサービスでは、見通し
を持って行動する方法を学び、学校の行事にも安心
して参加できるようになっていく。

それでも何かあると、「相談があります」と、適
応指導教室にやってきた。話には次々と学校での友
達の名前が出、特徴行動をすべて網羅していた。

そのような中、人間関係の悩みが生まれる。その
解決策を「学級担任に聞きたいのに聞けない、助け
てほしい」という気持ちで苦しむ。真紀子は樹里と
作戦を練り、担任に手紙を書くことにする。さら
に、適応指導教室に通う同世代の中学生に、解決策
のアイデアをもらう。適応指導教室の中学生に、

「誰か話を聴いてくれる人はいませんか」と募った
ら３名ほどが寄ってきてくれたという。「子どもた
ちのアイデアは私にはないものだった」と樹里は言
う。

Ｓ子「うーん。嫌なことばかりで大変そう。いい
ことってないの？いいこと見つけたら」

Ｃ子「いやだったね。おうちに帰ったら思いっき
りおかあさんに甘えたら」

Ｂ子「その子は、きっと家でも大変なんだよ」 
また、次の来級時、 真紀子が、「私が困ってると

きに『Ｈ先生がのりこえよ!!』としか言わず、私の
話を聞いてくれないの」と相談をすると、Ｙ子が

「そう。のりこえよ。じゃなくて、どうしたらいい
か おしえてほしいのにね」と応答したという。何
にでも反応し、適応指導教室では敬遠され、孤立し
ているＹ子が、ひとつひとつ応答してくれて、真紀
子は救われる。

手紙の文言について、樹里からの助言は、「『傷つ
いた』と、書きなよ」であったが、真紀子は考え
て、「心が痛い」と書いた。真紀子はここで、助言
をそのまま書くのではなく、担任と自分の関係性も
考慮しながら手紙を書くことができた。下記が手紙
である。

わたしはいまのきもちはさみしいです。なぜか
というと・・さいきん ・・ちゃんや ・・ちゃん
のことばっかりで、私がなやんでも、まえに ・・
くんと・・ちゃんと私 がけんかしたときに「の
りこえよ!!」と、いって ちょっと こころがいた
くなりました。どうしたらいいかおしえてくださ
い。なかよくしたいです。Ｈ先生はわたしの こ
ときらいですか。あいだにはいってください。
まきこ（実践記録より。注：太字変更は福田）＊9
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現在、真紀子は高校へ通っている。

２．真紀子の発達と成長―実践分析―
①真紀子の発達と成長にかかわって

不登校実践は、励ましの実践である。いじめ等の
傷つきや、学校への違和感などが存在する。そうし
たとき、その子どもがどう生きていきたいのかを聞
きとる中で、本人の傷つきや困りごと、違和感等が
つまびらかになる。「夜眠れないんだ」から始まる
語りから、「いじめの傷つき」と、「大人にしてほし
かった対応」と、「将来への希望」が語られる＊10。
ゆえに、その人が生きることや、こんな風に生きて
いきたいという希望を励まし、一つ一つ叶えていく
なかで、本人が求める発達や成長を支えるのが不登
校支援ではないだろうか。

本人になり変わることはできない。本人を主体と
しながら、伴走者として、ともに生きながら、本人
の発達や成長といった育ちを支え、成長の先にある
自立に向かって適切な支援をしていくことで、本人
の人生を励ましていくことが必要となる。

本章では、樹里の実践に基づきながら、実践分析
を行うことで、真紀子の発達と成長を考察する。

樹里と出会った時、真紀子にとって、他者や他者
を取り巻く世界は敵ばかりであった。しかし、適応
指導教室に通うようになった真紀子は、絵を描くな
どの表現を、樹里と二人でありながらも「他者がい
る世界」で行う機会ができた。「一人で絵を描いて
いる」ようにみえるが、他者の前で表現活動を行う
ということは、少し、その場にいる他者や空間に安
心感が出てきたともうかがえる。そうして、真紀子
は少しずつ、樹里という他者を受け入れていったの
ではないだろうか。　

ただ、来級当初も、「世界」すべてに絶望してい
たわけではないことがわかるエピソードがある。樹
里から聞かされた「落ち葉のある場所で気持ちよさ
そうに佇んでいた」というエピソードである。真紀
子はまったく閉じていたわけではない。それは、閉
じているようでありながら、「げんこつを繰り出す」
という行為からもうかがえる。真紀子は、この時
も、他者や世界を希求していたと考えられる。そし
て、実践者は、これら一つ一つの行動から、本人
が、他者を含めた世界を求めていること、希望を持
ちながら人生を生きていることをつかみ、実践の支
えにしていく。

実践では樹里が真紀子の世界観を大切にしようと
関わる。算数では、真紀子の生活を基盤にする。ま

た、植物の観察を通して、土いじりは嫌いだが、観
察は好きだということを見抜く。加えて、博物館で
のエピソードから、理科分野への興味があるのかも
しれないと考えていく。

学校に戻った小学校４年時からは、月に一度の
「両親・担任・学年の教員・教頭・市の特別支援教
育の相談員、樹里」というメンバーでの支援会議は
中学卒業まで続く。家族はもちろん、学校や適応指
導教室の教員（樹里）、行政の専門職者といったメ
ンバーが、発達や成長について、複数でアセスメン
トし、具体的な支援を考えたことは意義を持つ。ま
た、支援会議（学校によって呼称は異なる）は、会
議の場面では、教職員と、必要に応じて行政の専門
職者という構成が多く、両親は、その後の面談対象
者という立場になることが多い。しかし、本実践で
は、両親もチームに入り、対等な支援の主体者と
なったことも意義深い。

また、小学校高学年の真紀子は、適応指導教室の
行事には参加できている。これは、「みんなと何か
をする楽しみを味わいたい」という気持ちの芽生え
であると考えられる。

そして、クリスマス会での出来事。「ブラインド
のひもを自分の首に巻き付けた」のは、勘違いで相
手を傷つけたこと、それを認識できたために、本人
がとっさには受け止めきれない状況であったからで
ある。

ここでは、まず、「自分の認知が違った場合、気
づくことができた」ということ、そして、気づいた
後、それを相手に伝えようと「謝ることができた」。
真紀子の中に明確に他者が息づいた場面である。ま
た、トラブルがパニックで終わるのではなく、着地
できたことは、他者との関係に相互性が生まれた場
面でもある。そして、その後の「ブラインドのひも
を自分の首に巻き付けた」場面では、自分が勘違い
をしてしまい相手を傷つけたこと、それまでと違
い、それをきちんと認識できたために、本人にとっ
て大きな出来事、とっさには受け止めきれない出来
事になり、ブラインドのひもを巻き付ける。しかし、
この場面も、彼女の中に明確な他者の芽生え、他者
性や社会性が生まれたからこその成長の場面と捉え
られる。

他者との認知の違いや、こちらが勘違いをしてし
まうことは、実は多々起こる。他者性や社会性が生
まれ、人との関わりをこれからやってみていく真紀
子には、それは、多く起こるかもしれない。しか
し、この場面で謝ることができたように、着地させ
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られるということも、学んでいけば、他者との認知
の違いや、こちらが勘違いをしてしまうことは、他
者と真紀子が関わっているからこそ、真紀子が他者
を求めようとしているからこそ起こることだと、真
紀子が認識できれば、時に大きく落ち込むことはあ
り得ても、その出来事を、前向きなものに捉え直し
ていけるのではないだろうか。

そして、中学生になった真紀子は、親密な他者
（友達）という存在があることを認識し、それを希
求する。そこで、「人間関係の悩みを持ち、解決策
を知りたい」と訴える。他者とわかり合うには、そ
の方法を考える必要があることに気づく。ここで
は、適応指導教室の級友たち、複数の他者が彼女に
助言を行う。

世界がみんな敵であったところから、樹里との一
対一の関係、そこから、「同世代の仲間も一緒に自
分のことを考えてくれる存在だと知る」ことができ
るところまで、成長をしていく。なお、親密な他者
を鏡像的自我＊11と捉え、自立へと向かう過程は思
春期の発達にとって大切である。中学生の時期に

「親密な他者（友達）という存在」が在るのだと認
知し、それを求めることができたことは、真紀子自
身の成長しようとする力であったと考える。

担任への手紙を書くシーンにも、成長がある。樹
里の助言のままの言葉を、真紀子は使わなかった。
大人の真似でなく、自分がどういう言葉を使い、ど
うしたいかを考え、行動していけるという、自分ら
しい生き方を獲得する中学生らしい発達をし、自立
への道を歩み始める。

現在、高校に通う真紀子は、樹里に連絡をしてく
るという。それは、新型コロナウイルスの感染が広
がる中で、樹里が罹患していないか、心配をする連
絡であるという。樹里は「働きかけるものが働きか
けられる」と表現したが、ケアや支援を受けてきた
真紀子は、樹里をケアするものともなるのである。

②支援会議についての考察
ここで、真紀子が小学４年時から、中学３年時ま

で、月に一度実施された、「両親・担任・学年の教
員・教頭・市の特別支援教育の相談員、樹里」とい
うメンバーでの支援会議について、上記に記載した
ことに加えて、考察する。

家庭、適応指導教室、学校、すべてが真紀子の生
活の場であり、発達や成長のための支援をするもの
が存する場である。ゆえに、チームの一員として、
両親が入るのは当然と、樹里たちは考えており、真

紀子の支援では、専門職者等と対等な存在として両
親は扱われる。

人間の人生は連続したものであるため、支援もま
た、継続する。両親は連続性を持って関われる最大
の支援者である。その点でも、チームの一員として
両親が入ったことは意義を持つ。

加えて、連続性という観点で言えば、地域の中で
暮らす真紀子にとって、継続して、支援に加わるこ
とができる行政の専門職者が入ったことも意義が
あったと考えられる。

なお、樹里は、学校とは、両親と学校が対立する
ように見える場面では、両親の味方をするとあらか
じめ学校の了解を得ている。やはり、「親」という
近しい立場にいれば、不安を抱え、両親は当然、強
く訴える。そうした時、両親の不安を軽減し、主訴
を聴き取り、学校との折衝役を果たすため、そのよ
うな合意を得ていた。

また、中学校での担任は若い教員であり、本実践
において悩むこともあった。その折は、樹里と行政
の専門職者が、若い教員の「悩み」を察知し、話を
聴き、別途支援をした。そうして、担任が安定した
健康な心身の状態で、真紀子を支援できる状態を確
保している。

自身の実践での「悩み」は、自身の内側にあるま
まであると、整理されない「悩み」に留まる。ただ
し、教員が実践の「悩み」を、言語化することで、
自身の「悩み」を整理されない「悩み」に留めるの
ではなく、意味づけをすることができる。それは、
現在の到達点を、教育者の先輩となる樹里と、専門
性がある行政の専門職者と、担任が確認し合うこと
につながり、担任が真紀子と関わるときの見通しを
立てることにもつながった。

加えて、行政の専門職者と樹里は、支援会議のア
セスメントをしあう関係をつくり、支援の意義や、
真紀子の発達や成長について確認しあう機会を設け
ている。

そして、行政の専門職者当人は、当然、各専門職
者がそうするように、別途、アセスメントの機会、
それを行ってくれる他者（同じく専門性を持つもの
を位置づける）を持っての支援を行った。

本実践では、それぞれが、チームとして、「真紀子
の発達と成長を支援する」という目的をひとつに
し、互いが対等な立場を持ったことで、全員が持つ
資源を存分に発揮し、実践につなげられたと考える。

また、チーム内での支えあいも含め、実践の意義
をアセスメントしあえ、意味づける活動が行われた
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ことで、真紀子の発達や成長が見え、実践者に希望
をもたらした。また、そこから真紀子にとって必要
な方針を立てることを有効にした。それは、真紀子
にとっての適切なかかわりを生み出したと考えられ
る。

当初、学校に不信感を抱いていた父親は、中学卒
業時にお礼を述べたという。また、適応指導教室来
級時、真紀子をどう育てていけばよいのか悩んでい
た両親は、月に１回の支援会議に参加する中で、樹
里も含めた教員、地域の行政職者など、自身が住む
地域の中で、確固たるつながりを持つことともなっ
た。

３．�人生を豊かにする回路をつくる�
－当事者を主体にした励ましの実践－

居場所には３つの要素がある。人間は、ある空間
があればそこを居場所と思うわけではない。まず一
つ目は、「自分がそこに居ていいと思えること」、２
つ目は「未来への希望があること」。希望は、子ど
もにとって、近しい未来でも、遠い未来でも、いず
れであってもよく、希望が持てる場所が居場所に
なっていく。「明日、みんなと楽しいことができる。」

「この学級で、これから生きることは、自分のもの
の見方が広がっていく。」等である。そして、３つ
は、「他者との関わり」。未来への見通しが持てるた
めには、「他者との関わり」が欠かせない＊12。

真紀子においても、家族以外の他者との交わりが
存する「適応指導教室」で居場所を獲得していく。
居場所は「安全な基地」とも例えられるが、居場所
があることで、新しい場所に一歩進むことができ、
さらにその新たな場所にも居場所ができていく。真
紀子は、「適応指導教室」という居場所を基盤とし、
中学校では、特別支援学級で親密な他者関係を作る
べく歩みだしていくことができている。

不登校支援は、当事者を主体にした励ましの実践
である。支援をするものが、当事者を主体にしなが
ら、当事者とともに生き、発達や成長といった育ち
に対して伴走する。

真紀子は、乳幼児期から通っていた保育園による
と友だちがいるコミュニティの中に入ることができ
ず、相互に関わり合うことができずにいたという。
そのころ、獲得したかったであろう「言葉」や「感
情を感じ、それを表現する力」。これらは、小学校
３年生で適応指導教室へ通う中で獲得していく。パ
ニックに一見見える場面であっても、「嫌だ」とい
う意思表示とともにパニック行為が行われれば、意

思表示がされる場面を周囲が観察してくれる。その
ことで、本人の困りごと「斜めから見た場合、文字
や資料を認識できるが、正面に置かれると焦点が合
わない。」等の具体的なものが見えてくる。

本人が獲得する機会を得られなかった育ちの過程
をともに生きることも実践者が果たす尊い役割であ
り、本人が何歳であっても乳幼児期や少年期を実際
に生きてみることで、その発達は獲得され、成長が
保障されていく。

そして、これら育ちの過程をともに生きる中で、
人生を豊かにする回路をつくることが、自立へとつ
ながっていく。

当初、樹里と一対一関係から始まった真紀子であ
るが、前述した居場所論でいえば、「自分がそこに
居ていいと思えること」で、徐々に「他者との関わ
り」が生まれ、皆と楽しく過ごす行事などに参加し
たいといった「未来への希望」が生まれる。また、
行事は、自分ができるかもしれないと思うことを
やってみて、成長を確認するという意味での「希
望」も生んだ。適応指導教室のキャンプでは、５年
時は母の付き添いを必要としたが、６年時には「一
人で行ける」と宣言し、「入浴」「荷物をまとめる」
等を一人で行っている。彼女は、中学校の特別支援
学級に通うようになってからも、このキャンプには
自主的に、中学３年生まで参加している。友達と楽
しく過ごすとともに、自己の成長も確認できる真紀
子にとって大切な場所であったのではないだろうか。

やがて、真紀子は自立への道を歩き始める。高校
に通っているが、なぜ現在の高校を選んだのだろう
か。

ひとつは、「真紀子に合った学習方法や学校生活
を教員が一緒に考えてくれる学校であること」。真
紀子は、実際に様々な場面を生きてみる（学習方法
なら試してみる。）ことで、生き方を獲得している。
自分で自己を理解し、生き方を決定することを望ん
でいる。それらが叶うという点が一つである。

もう一つは、「ロールモデルがいたこと」である。
同校には、同じ適応指導教室に通っていた先輩がい
る。それにより、未来への見通しが持てるという点
も、現在の進路につながっている。

最後に、地域に根差している学校だということで
ある。同校は、樹里や地域の専門職者などとのつな
がりも含めて、地域とのつながりがある。小学校３
年生からの７年間を通して、同世代の級友とのつな
がりをつくった真紀子。これから、地域の中で生き
ていくにあたって、樹里や地域の専門職者などとの
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つながりなど、地域の中での必要なつながりが、継
続して持てることも決め手になっていると思われる。

なお、進路は本人を第一に、家族、本人を理解し
支援してきた人たち（樹里を含む）の、真紀子が、
青年期らしい発達をし、自立していくという支援す
る側の真紀子の発達や成長を信じるという意味での
希望も込められる中で決定されていったものである。

親密な他者とのつながり、支援をする様々な人と
のつながり、キャンプに始まり、合唱コンクールな
ど様々な活動による文化とのつながり、様々な回路
が開かれていくことは、人の発達や成長を促し、自
立を支える。これからは、「何を学び、人生をどう
生きていくのか」を考えていく青年期に入る。当事
者を主体にした励ましの実践が継続される中で、人
生を豊かにする回路もつくられていき、その広がり
が、真紀子を支えると考える。

おわりに
発達と成長は子どもの権利である。不登校実践

は、当事者を主体にした励ましの実践であるととも
に、子どもの権利保障を支えているものである。そ
して、本人の発達と成長を、本人とともに喜ぶこと
ができる実践である。当事者である本人が生きてい
きたい生き方や人生を一緒に開いていく希望のある
実践であると考える。

【注】
＊１．ただし、長期欠席として扱う日数について

は、1966年～1990年度までが50日、1991年度
～1996年度までは30日、1997年度以降は50日
とされている。

＊２．文部科学省「教育支援センター（適応指導教
室）に関する実態調査について」2019年５月。

	 https://www.mext.go.jp/component/a_menu/
edu c a t i o n /d e t a i l / _ _ i c sF i l e s / a f i e l d f i
le/2019/05/20/1416689_002.pdf

＊３．文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り
方について（通知）」2019年10月25日。

＊４．樹里輝代実践「真紀子の自立に向けて」「愛
知生活指導研究協議会一日研究会」での報告。
2020年11月29日。

＊５．聴き取り調査は、インタビュー形式で実施。
（新型コロナウイルス感染状況を鑑みZOOMを
利用。）実施日、2021年８月22日。

＊６．地域の特別支援教育の専門職者より、「本人、
および、両親が困っている」状況が伝えられ、
受け入れ先となってほしい旨の依頼があり、受
け入れとなる。

＊７．級友や、同じ学年、学校といった同世代の地
域の子どもたちから「仲間」として認知されて
いない状況であり、「いじめられる」という排
除を行う関わり以外は、相互性のある人間関係
等がない状況であった。

＊８．樹里輝代実践「真紀子の自立に向けて」「愛
知生活指導研究協議会一日研究会」での報告。
2020年11月29日。

＊９．同上。
＊10．不登校の中学生への福田の聴き取りより。実

施日、2019年２月22日。
＊11．竹内常一は、前思春期から思春期にかけての

子どもについて、「親密な友だちはこれまでと
はちがった形で自分を映し出してくれる鏡」で
あるとし、「友だちの中に映っている鏡像的自
我をつうじて、自分のなかのもう一人の自分を
意識する」としている。それを受け、「親密な
友だちとともに、自分をとりまくあらゆるもの
ごとを新しく価値的に評価するようになる。」
とし、「親密な友だち関係は、生活世界と価値
世界を結ぶ橋」であり、「親や教師の価値世界
から心理的、精神的に乳ばなれ」をし、「親や
教師に育てられてきたこれまでの自分とは異な
る自分をつくっていくのである。」。と思春期の
子どもたちの自立について述べている。竹内常
一『10代との対話－学校ってなあに』青木書
店、1993年、79頁。

＊12．田中治彦は「居場所は、未来への展望という
時間軸と現在の自分の位置取りという空間軸と
が交差するところに形成される。そして居場所
を確保していくためには、他者との関わりとい
う第三の要素が欠かせない。」と述べている。
田中治彦編著『子ども・若者の居場所の構想』
学陽書房、2001年、「はじめに」の３頁。




